
 

令和６年度卓越した技能者「現代の名工」被表彰者（福井県関係） 

 

１ 本県の被表彰者について（２名） 

氏名 
（年齢） 

 

上坂
うえさか

 純也
じゅんや

 

（６４歳） 
 

  

 

職種名 内装仕上工 

所属 有限会社フェイス（福井市高柳１丁目１９０３番地） 

技能功績 
の概要 

乾式工法の中でも、特に、粘着性の高い素材を使用した施工技術に高い

評価を得ている。また、仕上がりの綺麗さには定評があり、数多くのエレ

ベーターの施工を手掛けている。金の乾式工法では、皺が付くと二度とや

り直しができない高度な技術が必要であるが、高野山金剛峯寺、唯宝寺（越

前市）など数多くの現場を手掛けており、乾式工法技能において卓越した

技能を有する。 
技能検定員、ものづくりマイスターとして、将来の技能士育成のための

活動を長年にわたって継続し、後進育成にも尽力している。 

        

＜エレベーターの乾式工法＞         ＜唯宝寺の内装仕上げ工事＞ 

            

＜保育園の壁紙張り替えボランティア活動＞ 

 



 

 

 

 

氏名 
（年齢） 

 

川口
かわぐち

 泰弘
やすひろ

 

（５６歳） 
 

 

職種名 日本料理調理人 

所属 有限会社季寄（福井市つくし野１丁目１１０１） 

技能功績 
の概要 

鱧の捌きの技能は抜群で、2 枚引きした鱧を大皿に盛り付け、しゃぶし

ゃぶとして食する技法を提案するなど、卓越した技能を有する。また、越

前蕪を器にしてその中に県内食材を盛り込むなど、地産地消での創作料理

の技能とセンスが高く評価されている。 

技能五輪全国大会では、第 54 回から 4 年連続で日本料理職種の競技委

員を務めるなど、その技能は全国でも高い評価を得ている。また、専門学

校、高校では 23 年間にわたり、調理師を目指す生徒の指導を行うなど、若

手の指導育成に尽力している。 

   

 ＜鱧の 2 枚引き（しゃぶしゃぶ用）＞  ＜地産地消 蕪窯の吹き寄せ盛り＞ 

          

＜地元高校での敦賀真鯛の捌き方、おつくりの切り方の指導＞ 

 



 

 

２「現代の名工」について 

  

（１） 趣旨  

卓越した技能を持ち、その道で第一人者と目されている技能者を表彰するものであ

り、技能者の地位および技能水準の向上を図るとともに、技能の世界で活躍する職人

や、技能の世界を志す若者に目標を示すものとして、昭和４２年に創設  

 

（２） 表彰  

毎年１５０名程度を表彰 （２２部門）  

厚生労働大臣より表彰状、卓越技能章（楯および徽章）および褒賞金（１０万円）  

を授与  

  昭和４２年度の創設以来令和６年度（第５８回）の表彰まで全国で７，２３４名を

表彰  

  
【参考１】令和６年度「卓越した技能者の表彰」のデータ（全国）  

   ・受章者数   １３８名（うち女性８名）  

   ・平均年齢   ６３．４歳（うち女性７４．０歳）  

   ・最高年齢   ８３歳  

   ・最低年齢   ４３歳   

  
  
【参考２】福井県関係の「卓越した技能者の表彰」のデータ  

   ・被表彰者数  ８７名（うち女性６名） ※令和６年度被表彰者を含む。  

   ・過去５年間の被表彰者  

表彰年度  氏名（敬称略）  職種  

 髙橋 衛 こんぶ加工工 

令和５年度 加茂 詞朗 刃物製造工 

 前田 宏枝 電気配線工事作業員 
  

令和４年度  

  

清川 肇  めっき工  

渡辺 和男  写真工  

竹内 道宏  一般器具機械修理工・検査工  

令和３年度  熊野 佳彦  建築とび工  

令和２年度  

髙橋 千鶴子  染 織 職  

別所 昭男  こんぶ加工工  

米倉 正雄  木製建具製造工  

佐々木 浩  配電盤・制御盤組立・調整工  

令和元年度  

山﨑 昌二  織布工  

清川 敏男  化学めっき工  

森國 利文  手かじ（鍛造）工  

 


